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「
老
壮
婦
人
・
寿
大
学
合
同
公
開
講
演
会
」
が
11
月

22
日
、
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
演
会
に
は
講
座
生
の
ほ
か
、
鷹
巣
、
合
川
地

区
か
ら
の
一
般
受
講
も
含
め
約
１
３
０
人
が
参
加
、
研

さ
ん
を
深
め
ま
し
た
。 

　
講
師
は
大
館
市
在
住
の
映
画
評
論
家
・

小
松
宰
先
生
。
「
源
義
経
と
日
本

の
歴
史
」
と
題
し
、
戦
国
時

代
の
源
義
経
に
ま
つ
わ
る

歴
史
を
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
受
講
生
は
歴
史
の
ロ

マ
ン
を
感
じ
な
が
ら
熱

心
に
聴
講
し
ま
し
た
。 

盛大に地区公民館文化祭 　第３回をむかえた沢口公民館の「ワイワイ文化祭」

が11月23日、開催されました。文化祭は、地区住民

がステージ発表などで「わいわい楽しみ互いに交流

しよう」と開かれているもので、今年も地区の保育

園児、小中学生、公民館講座の受講生らが歌や踊り、

器楽演奏などを発表、参観者と一体となって交流の

輪を広げました。 

　また、会場では婦人会の新鮮野菜の即売なども行

われ、昨年以上のにぎわいを見せていました。 

　終演まで参観し会場を後にした皆さんは、「大変良

かった」「とても楽しかった」と、満足された様子

でした。 

老壮婦人・寿大学合同公開講演会
森吉・前田公民館 

北秋田市 
教育委員会 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 
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和気あいあい楽しみながら

綴子公民館・地区ユニカール大会 

　第１回綴子地区ユニカール大会が、11月26日綴子

公民館で開催されました。大会には14チーム、42人

の選手が参加、熱戦を繰り広げました。  

　ユニカールは、誰もが気軽にでき、健康増進と少々

の頭脳プレーを楽しめるニュースポーツ。綴子公民館

では、地域の皆さんの健康増進をめざし、綴子ユニカ

ール同好会の協力を得て『ユニカール初心者講座』を

開設しています。 

　大会は、ユニカールの底辺拡大がねらい。そのため

上級・中級・初心者を抽選で1チームとしたチーム編

成でレベルの均衡を図り、和気あいあい楽しみながら

競技しました。 

沢口公民館（ワイワイ文化祭） 

▲講演会終了後には、講師の小松宰氏（前列

左から６番目）を囲んで各地区毎に記念撮影 

地域に密着した活発な地区公民館活動

▲“ワイワイ”楽しんだ地区文化祭 

▲初心者でも気軽に楽しめる「ユニカール」 

お
さ
む 

★プログラム

♪賛美歌

♪クリスマス・メドレー

♪Ave�Maria

♪Ave�verum�corpus

　ほか

浜辺の歌音楽館少年少女合唱団�＆�M・M・C

各家庭の自慢の味が大集合！

▲真剣に審査に臨んだ子ども審査員 

我が家の味自慢大会

「漬け物コンクール」「漬け物コンクール」

　
最
優
秀
賞 

｢

梅
漬
け
」 

田
村
悦
子
さ
ん
（
舟
見
町
） 

▼  

「
山
菜
漬
け
」 

土
佐
イ
ツ
さ
ん
（
米
内
沢
） 

「
ウ
メ
の
砂
糖
漬
け
」 

　
橋
ス
ワ
さ
ん
（
阿
仁
前
田
） 

　 「
し
ょ
う
ご
い
ん
大
根
梅
漬
け
」 

松
浦
長
子
さ
ん
（
小
又
） 

な
が
こ 

ぜんたろう 

　▼優秀賞 ▼優秀賞 ▼アイデア賞 

『浜辺の歌音楽館少年少女合唱団』と『Ｍ・Ｍ・Ｃ（森吉ミュージッククラブ）』が、クリスマ

スにちなんだ曲を歌う、恒例の行事です。天使の歌声をぜひお聴き下さい。 

期　日 

開　演 

場　所 

内　容 

出  演 

 

入場料 

問合せ 

平成１８年１２月２２日（金）

午後６時３０分

浜辺の歌音楽館

クリスマスソングコンサート

浜辺の歌音楽館少年少女合唱団

Ｍ・Ｍ・Ｃ（森吉ミュージッククラブ)

無　料

森吉コミュニティセンター

�　７２−３２５９

クリスマス
コンサート

おさむ 

 北秋地区生涯学習奨励員協議会（櫻田善太郎会長）主催の「漬

け物コンクール」が１１月２５日、森吉コミュニティセンター

で開催されました。 

　コンクールは、昔から各家庭でつくられてきた自慢の漬け

物を紹介し、伝統の食文化を次世代に伝えようとのねらいで

企画されました。特に、子どもたちに漬物本来の味を知って

もらおうと、審査員には北秋地区の小・中学生20人を公募、

婦人会や老人クラブの代表らと一緒に審査しました。 

　テーブルには、大根や白菜などの定番野菜から、タマネギ

や山菜を使ったものまで自慢の“作品”がズラリ。出品者は、

子ども向けに味や形、色までアレンジするなど、工夫を凝ら

していました。 

　審査員の子どもたちは、

「きれいな色だね」「ちょっ

と、しょっぱいな」などと、

試食しながら真剣に審査し

ていました。 

　結果は次のとおりです。 




